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“Translanguaging” の授業実践に向けて

山口　貴士

１．はじめに
　英語教授法には様々な考え方があるが，Trans-
languaging （TL）という考え方は実際のところあ
まり知られていない．Turnbull （2018: 116）の調査
では，調査に参加した教員のうち 46.1％は TLを聞
いたことがない，16.4％はほとんど知らない，14.1
％は聞いたことがあるが詳しくは知らないと回答し
ており，私の身の周りの英語科教員に聞いても TL
について聞いたことがある教員はいなかった．そこ
で今回は，そもそも TLとは何か，そして，授業中
のどのような活動が TLに該当するのか，また TL
を実践するうえでの問題点について考えていきたい．

２．Translanguaging とは？
Translanguagingという用語はウェールズを発祥

としており，マイノリティー言語を保護するためのバ
イリンガル教育に由来している．TLの定義について，
Kwihangana （2021: 88）は， Illman and Pietilä 
（2018）の文献より，“Translanguaging in second/
foreign language teaching refers to L2 learnersʼ
deliberate use of their existing knowledge of other 
languages to achieve learning goals in a target 
language” とまとめている．日本の英語教育に当ては
めて考えると，生徒は日本語という L1（existing 
knowledge）を習得しているので，それを L2（target 
language = 英語）習得の際に上手に活用していく
ことを意味する．TL は「All English で，生徒は
英語しか使ってはいけない」という考え方ではない．
さらに， Cenoz and Gorter （2021: 25）によれば，
“By softening the boundaries between languages, 
resources from the whole linguistic repertoire 
can be used in the same class” とある．つまり，
「英語」も「日本語」も１つの言語レパートリーと
して考えることを意味している（図１）．
　ここで， TL と混乱しやすい Code-Switching 

（CS）について説明を加えておきたい．CS とは，
“the alternating use of more than one linguistic 
code in the classroom by any of the classroom 
participants”（Lin 2017: 2）のことである．例えば
教室内で日本語で話している生徒が，ALT とは英
語を使って話すというような言語コードの行き来を
指す（図２）．

図１ TL言語レパートリー（例）

学校・library・机・audio・文字・subject

図２ CS言語レパートリー（例）

日本語
学校・机・文字

⬅➡
英語

library・audio・subject

TLは，図１のように日本語と英語それぞれの境
界線をなくしていく（または softにしていく）ことで
あり，「日本語も英語も１つの言語レパートリーと
考える」という点において，CSとは異なっている
ことに注意したい．また，加納（2025: 25）は，CS が
「『母語話者（モノリンガル）』を基準とする」のに対
し，TLは「『多言語話者の言語使用』をモノリンガ
ルからの逸脱ではなく標準と考える」と記している．

３．授業での具体的な TL 実践例
TLは，①「L1（日本語）を計画的に活用する」こ
とで，②「学習内容を表面的な理解で終わらせな
い」で，③「生徒の思考カアップ」に繫げるもので
ある．さらに，④「英語学習者（特に英語を不得意
とする生徒）の不安軽減」が期待できる．授業にお
ける TLの実践には次のような活動があると考える．

1） 教科横断型授業（CLIL）
　例えば，「国語（現代文）×英語」の授業で，「俳
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句」に込められた意味やメッセージを日本語で話し
合い，情景を踏まえた最適な英語に直す．
2） リレー翻訳
　ペア活動の中で，英語で書かれた文章を片方が日
本語で説明し，その説明をもう片方が英語に直す．完
成した英訳について，自分とは異なる言語の視点から
訳したペアの相手と，その「訳そうとした内容」につ
いて，言語が異なれば表現がどう変わるか，議論する．
3） 動画視聴→ディスカッション
　単元に関連したYoutube等の動画を英語または日本
語で視聴し，もう片方の言語で内容をまとめて議論する．
4） 言語比較
　日本語と同内容の英文をそれぞれどちらかの言語で
要約し，比較する．こうすることで，メタ認知的に相
互の言語について深い洞察をもたらしてくれる．
5） 資料の読み取り→ディスカッション・プレゼン
テーション

　日本語と英語の両言語で書かれた資料を用意し，
どちらを読むかは生徒に選択させる．資料の読み取
り後，もう片方の言語で発表原稿を作成したり，プ
レゼンテーションスライドを作成したりする．

　このような言語選択をさせることで，萌芽的学習
者にとって＊不安を軽減させることが期待できる．
また， Kwihangana （2021: 95）は “an equitable 
participation of all students in a mixed ability 
groups during collaborative learning activities 
regardless of their level of fluency” と述べてい
る．
＊他教科と比べ，特に英語では，不安が高ければ高
いほど学習成果にマイナスの影響を与えることが報
告されている（廣森 2023: 36-37）．

　また，近年では敬遠される傾向にある教科書の翻
訳について， 興味深い論文もある． Bolkvadze 
（2023: 281-282）は翻訳を TLの主要素と考えており，
Gonzalez （2001）の文献から “translation can help 
clarify certain complex grammatical points, 
where it can be especially useful if the targeted 
structures in L1 and L2 are completely differ-
ent” と述べている．さらに，Ladmiral （1994）の文
献から， “L1 and L2 translation is a more effi-
cient practice than L2 and L1 inverse transla-

tion” と述べていることから，特に日本語を英語に
翻訳する活動は TLを実践するうえで効率的と言え
そうである．

４．TL を実践する際の問題点
　教師・生徒それぞれの視点から次のようなことが
懸念される．
《教師側》
・TLとCSが混同されており，正しく認識されていない．
・Bolkvadze （2023: 278）は，“Uncontrolled use of 
L1 can harm learnersʼ interests and make their 
efforts unsuccessful” と指摘している．生徒が英語
を使う活動，日本語を用いる活動を明確に指示すべ
きであろう．
・Turnbull （2018: 119）は，単語学習において “a 
simple vocabulary translation task from one 
language to the other is not considered within 
the beneficial framework of a translanguaging 
approach” と述べており，“active employment of 
both languages is required” と注意を促している．
active employment of both languages とは次の
ようなことを意味しているのではないか．例えば，
「A と結婚する」は get married to A と英語に直
すことができる．しかし，生徒は日本語につられて
get married with と誤ることが多い．そこで，ネ
イティヴスピーカーはどのようなイメージで to と
いう前置詞を用いているのか，あるいは marry の
もつ単語の本質は何か考えさせる．また別の例とし
て，“rainbow” は「虹」と訳すが，日本人と欧米人
とでは「ものの見方」が違っていることを生徒に気
づかせたい．rainbow は文字通り，「rain（雨）の後
にかかる bow（矢）」を意味しているが，「虹」とい
う漢字には不思議なことに虫偏が充てられている．
そこで，日本人は「虹」をどのように解釈していた
のか，などと思考を巡らせる．このように，日本語
（英語）を英語（日本語）に直した時に，どのように表
現が変化したか，また，日英それぞれの単語に含ま
れる意味がどう違うのか，文化的背景がどう影響し
ているのかなど考えさせることを意識したい．
《生徒側》
・英語上級者の中には授業中に日本語を話すことが
「悪」だと感じている生徒もいれば，TLを導入する
と英語を使う時間が減ると感じる生徒もいる．授業中
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の L1 の使用について，Bolkvadze （2023: 277）は
Hornberger （1989）の文献から，“Development in 
L1 is closely related to the progress in L2” とま
とめている．また Bolkvadze （2023: 279）は，“pur-
poseful use of L1 can contribute to L2 and max-
imize understanding, also improve the linguis-
tic competence in both languages” と述べており，
有効に L1を用いることは効果的だというデータも
ある．生徒のモチベーションを下げることがないよ
うに教師があらかじめ TLの意義を正しく説明すべ
きであろう．

５．さいごに
　「英語の授業は英語で！」と謳われる以前は特に
多くの学校で実践されてきたであろう本文和訳や，
日本語で意見をシェアしたのちに英語でプレゼンテ
ーションをさせるといった活動は TLを具現化した
ものだったのかもしれない．しかし，母語を使って，
表面的な理解に留まらず本質的な部分まで掘り下げ
ているか，言語そのものに意識を向けているかが
TLのポイントになる．
　最近では， 2023 年２月の慶應義塾大学経済学部
の英語の入試問題では，日本文を読み，英語で解答
させる問題が話題を呼んだが，これも TLを試験と
いう形に現したものだと思う．他にも，日本文に対
応する英文中に空所があり，その空所に最適な英語
を入れるといった入試問題や定期考査等を目にする
ことがあるが，これも言語比較をするという点にお
いて TLを具体化したものではないか．
　最後に，今年初めてシンガポールを訪れた際に，
生の “Singlish” に触れることができた．現地ガイド
（日本人）とバスの運転手の会話が分かったり，分か
らなかったりと悪戦苦闘した．会話が理解できない
というよりは，むしろあまり英語が聞こえてこなか
った．その理由を現地ガイドに聞くと，そのカラク
リが明らかになった．英語にマレー語などの他言語
を織り交ぜて会話していたのだ．ガイドはよく使う
表現の例として，“She is very paiseh.”（＝“She is 
very shy.”）や “Makan already?”（＝“Have you al-
ready eaten?”）などを教えてくれた．“Paiseh” は福建
語の「恥ずかしい」を意味する形容詞で，“Makan”
はマレー語の「食べる」という動詞だという．短い
滞在期間では，英語＋他言語，さらには，主語や目

的語のない会話に慣れることはできなかった．家庭
ではそれぞれの言語を使う一方，仕事上は意思疎通
を図るために英語を交えて会話するとのことだ．彼
らの頭の中には，英語・マレー語・福建語などが入
り混じった一つの言語レパートリーがあることを確
認することができた．

TL は，生徒にとって母語（日本語）も表現手段の
１つであるうえ，英語という言語手段が加わること
で「さらに豊かに自分自身を表現できる言語能力に
なる」（池田）という点において，指導者が効果的に
取り入れていくべきものだと感じている．最終的に
は生徒が英語で表現できるようになることを目標に，
指導をしていきたい．
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